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　著者は，放送番組ディレクタとしてハイビジョンが

開始されたころに NHK に入局し，事務所の一角で初め

て目にしたマッキントッシュに，その開発の背後に何

らかの思想の存在を感じた．その後，たまたま米国派

遣の折りにマッキントッシュに先行するモデルがある

ことを知った．そして，コンピュータが「思考のため

の道具」として使われるべきであることを示唆し，ひ

いてはインターネットに至った思想的根源であるリッ

クライダーの論文「人間とコンピュータの共生」につ

いて検討したが，そのことがきっかけとなって，1 次

資料が存在する以上どこまでも追いかけるというジャ

ーナリスト根性から，可能な限りの原典の調査と関係

者への面会を通して，とうとうインターネットの起源

にまで遡って調査・考証して京都大学で学位論文を書

き上げた．本書は，その学位論文の前半部分をまとめ

直し，開発思想史という観点からインターネット黎明

期を描いたものである．

　コンピュータとネットワークが社会を変えるまでに

普及した今日，「思考のための道具」としてのコンピ

ュータとネットワーク発展の過程における根元的な思

想についての技術史的な論考はあまりなされていない．

コンピュータとネットワークのような先端技術に基づ

く各種の社会システムが，人文・社会科学の立場から

さまざまな評価が行われて，世の中に受け入れられて

正しい発展をしていくことが望まれるのである．その

ような中で，本書は，貴重な成果としてその努力が大

きく評価できる．

　本書の第 1章，人間とコンピュータは，人間－機械

混成システムとリックライダーのかかわりから始まっ

ている．インターネットのルーツといわれるリックラ

イダーは，音響心理学を専攻した後MIT，BBN を経て，

1962 ～ 64 年 ARPA の IPTO（情報処理技術部）で情

報処理および行動科学分野の初代の研究助成部長を務

めた．1960 年代の IPTO はその資金力を背景に独自の

コンピュータシステム開発思想に基づいて研究開発援

助を行ったことで知られる．

　第 2 章は 2 つの開発思想の相克を描いている．

1960 年代に入った頃，MIT では，「利用者がもっと近

寄りやすいコンピュータ」の開発に関して，2 つの考

え方があり，いずれを取るべきかが大きな議論となっ

ていた．一方は多数派が支持したもので，大型コンピ

ュータにプログラムやデータベースなどの資源を集め

てそれらを時分割で，安価な遠隔端末から利用できる

ようにして，多数の利用者が安い費用で容易にコンピ

ュータを利用できるようにする方法であり，他方はク

ラークが主張したもので，1 人でコンピュータを占有

し，オンラインでディスプレイのような入出力装置を

駆使して処理を行う方法であった．

　第 3章は ARPA の創設期における研究援助の様子を

述べている．リックライダーは「対話型コンピューテ

ィング」を旗印に，時分割共有方式のディジタルコン

ピュータの研究開発に関して重点的に思い切った援助

を行った．その代表が MIT Project MAC の Multics で

あった．その後，リックライダーは，1964 年クラー

クの門下生であり有名なスケッチパッドを作った俊英

サザランドを第 2 代の部長に据えた．サザランドは，

ハードウェアの研究開発を大切に考えていたが，さら

にコンピュータグラフィクスの分野にも重点的な助成

を開始した．システムの共有か占有かは問わずに，質

の高い「対話型コンピューティング」を推進したので

ある．こうして，対話型コンピューティングの普及を

巡って対立していた 2 つの開発思想が IPTO に併流し

始めた．

　第 4章は ARPA ネットの誕生について述べている．

サザランドは，「対話型コンピューティング」の推進と

同時に，助成先の時分割コンピュータをつないでネッ

トワーク実験をさせようとした．初期的な実験は失敗

に終わったものの，サザランドによって，IPTO がコン

ピュータネットワーク構築へ向けて動き出そうとする

意志が示されたと考えられる．

　第 3代の部長となったテイラーは，時分割処理シス

テムを介してデータやプログラムを共有し，電子メー

ルを交換し合うコミュニティが形成されているという

ところに目をつけ，そのようなシステムが新たな価値

を生み出していると考えた．そして，このシステムの

利用者間の情報交換機能をさらに拡大しようとしたの

が，テイラーのネットワーク構想の原点である．

　第 5章は ARPA ネットがインターネットへ発展して

いく過程を述べている．テイラーのネットワーク構想

は ARPA ネットとして，1966 年から，ロバーツ（1969

年に第 4 代部長）を責任者として，推進されたが，リ

ックライダーの敷いていた路線が計画実現の下地にな

っていたのは間違いない．テイラーは持ち前の理解力

で時分割処理が情報ネットワーク構築の基礎技術とし

て潜在能力を持っていることを見抜き，ネットワ－ク

構想を持ち出したのである．テイラーのしたことは，

MIT ですでに打ち出されていた対話型コンピューティ

ングの普及であったが，その役割は大きかった，と評
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価できる．その後，テイラーは，ゼロックス社のパロ

アルト研究所で，パーソナル分散型ネットワークにお

いて対話型コンピューティングを行う小型コンピュー

タ ALTO の開発を率いた．

　対話型コンピューティングの普及を巡って 1960 年

代初頭には分岐していた 2つの開発思想 －「大型汎用

コンピュータの時分割処理による共同利用」と「小型

コンピュータの占有」－ が見事に統合的に結実したの

が，端末の小型汎用コンピュータを配したネットワー

クへと進化したものであった．1993 年クリントンが

NII（国家情報基盤）構想を打ち出し，インターネット

を推進し始めて以来，その普及は加速の一途をたどっ

てきたのである．

　本書の紹介者は，1971 年にユタ大学でサザランド

の研究室に，さらに続いて 1972 年に MIT の Project 

MAC に客員として滞在して，本書で話題になった

ARPA ネット，MIT の Multics, ユタ大のコンピュータ

グラフィクス，SRI のエンゲルバートのマウスの生ま

れたての姿に間近に接する幸運に恵まれた．さらに

日本のインターネットの始まりである junet に，確か 

6 番目のノード「utissq.tsukuba」として参加して「教

授の postmaster」を勤めたことから，インターネット

と個人用コンピュータの開発思想の流れが，昨日のこ

とのように懐かしく感じられたのである．

（池田克夫／大阪工業大学）
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